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る（写真 1 ， 2 参照）。


















　『路女日記』に記された嘉永 2 年（18４9） 6 月
1 日から10月 9 日までの太郎への見舞いに関する






























の持参の有無及び内訳（表 1 － 2 ，表 3 ）では 1
品のみは延べ50人， 2 品は36人， 3 品はお国，お
いね，清右衛門，林内義，矢野文蕾，大内隣之介
の 6 人であった。更に見舞い品持参の多い順とし





















































　 6 月は桃と真桑瓜， 7 月は梨子と冬瓜， 8 月は
　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1 - 1 　見舞い客の月別一覧 （回）
6 月 7 月 8 月 9 月 10月 合計
山本半右衛門 2 8 ４ 8 2 2４
矢野文蕾 0 1 ４ 1４ 5 2４
坂本靍三 6 6 1 1 ４ 18
山本悌三郎 0 3 1 6 6 16
梅村直記 2 5 3 2 2 1４
おつぎ 0 0 1 2 ４ 7
おさち 0 0 2 2 3 7
その他 21 21 1４ 2４ 2４ 10４
月別合計 31 ４４ 30 59 50 21４

































































　　　　　　　　　　　　　　　　表 2 　見舞い品の食品群内訳 （品数）
見舞の食品・食物 見舞の食品・食物
食品群 生鮮 加工 食品群 生鮮 加工
穀類 1 7 野菜類 13 8
芋及び澱粉 2 10 果実類 1４ 3
砂糖及び甘味料 0 7 きのこ類 0 0
菓子類 0 ４3 藻類 0 0
油脂類 0 0 し好飲料類 0 3
種実類 0 0 調味料 ･ 香辛料 0 0
豆類 2 2 調味加工品 0 0
獣鳥肉類 0 0 塩 0 0
魚介類 13 13 小計 ４6 97
卵類 1 1 不明 ４






































































生鮮品（73） 加工品（77） 　 　 　 　 　










































殆どであった（表 5 ）。嘉永 2 ～ ４ 年までは 8 ，










































































～ 3 月に「焼豆腐」， 2 ･ 7 ･12月「きらず」 6 月
及び 9 月「煎り豆腐」11～12月「けんちん」 7 月
































「豆いり」は，嘉永 3 ～ 5 年の 2 月及び 3 月にみ
られる。 3 月は雛の節句に雛壇に供えたものであ
る。 2 月末に雛を飾りその後豆煎りをし， 3 月 1
日には来客者に振舞い，また子供に持たせていた
ことが記載されている。
























































































































　嘉永 2 ～ 5 年の月別・種類別果実類の分類と記
載頻度を表 8 に示した。生鮮食品76％，加工食品














































































種類別 1 月 2 月 2 月閏・ 3 月 ４ 月 5 月 6 月
生鮮食品 みかん（5） 　 桑の実（2） 　 巴旦杏（４）
（1４）　 　 　 　 杏（1）
　 　 　 　 桃（1）
　 　 　 　 　 枇杷（1）
加工食品 串柿（5） 白柿（1） 梅びしお（1） 梅漬（2） 梅漬（1）
（1４）　 梅干（1） 　 　 梅びしお（1） 寒紅梅（1）
　 　 　 　 梅子（1）
　 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月
生鮮食品
（109）
西瓜（13） 柿（5） 柿（19） 柿（7） みかん（11） みかん（7）
　 梨（7） 梨（４） 葡萄（5） みかん（2） 柚（1）
　 桃（5） 桃（3） 柚子（2） 葡萄（1） 葡萄（1）
　 巴旦杏（４） 梨子（2） 梨子（1） 　 　
　 梨子（2） 西瓜（2） 大梨子（1） 　 　
　 　 巴旦杏（1） 柘榴（1） 　 　
　 　 グミ（1） 　 　
　 　 　 まるめろ（1） 　 　 　
加工食品 梅びしお（2） 梅びしお（3） 梅干（2） 樽柿（2） 梅干（2） 干柿（3）
（25） 梅（1） 　 土用柚（1） 紅梅（1） みかん煮（1） 梅干（2）















用されていた。内訳は梅干 7 ，梅びしお 7 ，梅漬
４ である。梅実を塩漬けした梅漬や夏の土用に日








































































　藻類は，嘉永 ４ 年が４1% と出現数が多く，干
海苔が ４ 年間で52% 出現している（表10）。
　海苔以外では，ひじきが23％出現し，伊勢ひじ
きの名称もみられた。昆布は 6 品，わかめは嘉永








































































生鮮食品（ 6 ） 加工食品（60）
生海苔（ 6 ） 干海苔（31） わかめ（ ４ ）
　 ひじき（ 8 ） 昆布巻き（ 2 ）
　 伊勢ひじき（ 6 ） のし昆布（ 2 ）
　 浅草のり（ 3 ） 昆布（ 1 ）
　 姫のり（ 1 ） きざみ昆布（ 1 ）































2 ）依田萬代 , 根津美智子 , 樋口千鶴，松本晴美：『馬
琴日記』の食記事に関する分析調査（第 1 報）：
　 山梨学院短期大学紀要第18巻ｐ1４～21（1997）
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